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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,光通信部品用接着剤の開発を目的として,屈折率および光透過性を中心とする光学的特性と
接着性を中心とする機械的特性の双方に優れるフッ素化エポキシ系化合物の合成,これを用いた樹脂組成
物の材料設計,およびその硬化物を適用した高性能 ･高信頼性光通信部品用材料の開発に関する研究をま
とめたもので,得られた主な成果は次のとおりである｡
1.高フッ素含有率を有する化合物の開発に重点をおいて検討を進め,48重量%を最高とする一連のフ
ッ素化エポキシ系およびフッ素化エポキシアクリレート系の化合物群を合成する方法を明らかにした｡
2.水素原子をフッ素原子に置換することで,分子屈折より分子容の増加率が大きくなり低屈折率化が
図れること,および表面張力の低減効果が得られることを示した｡
3.エポキシ化合物とアミンの反応性はフッ素化により低下するものの,その硬化物は,フッ素置換基
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の効果により類似構造の炭化水素型エポキシに比べて,低屈折率,高ガラス転移温度,高透明性,および
高接着強度を示すことを兄い出した｡
4.フッ素化エポキシ系化合物とオニウム塩,あるいはフッ素化エポキシアクリレートと増感剤を組合
せることにより,室温で数分間のうちに紫外線硬化が可能であり,低屈折率,高透明性,高接着強度,高
耐熱性,低誘導率等の特徴を持つ硬化物が得られることを明らかにした｡
5.フッ素化エポキシ樹脂硬化物が,光通信分野の接着剤に要求される低反射減衰量,耐環境性,精密
接着性等の諸特性を満足させるものであり,実際の高性能 ･高信頼性光通信用部品材料として極めて有用
であることを示した｡
以上,本論文はフッ素化エポキシ系化合物の合成,樹脂組成物の材料設計,および光通信用部品-の応
用に関する新しい知見を与えたものであり,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって本論文
は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡
また,平成9年2月22日,論文内容とそれに関する事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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